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 [授業の概要・目的]
<フランス文化＞
本講義では、初級文法を終えた受講生を対象とし、主に音声（調音音声学的観点からフランス語に
出て来る音の発音の仕方）の再確認、文法事項のより詳細な理解、購読を通じた聞き取りと語彙力
の向上、フランス語およびフランス語圏に関する理解と広い視野を培うことを目的とする。
授業では講師の専門領域・研究分野を随時取り上げ、フランス語およびフランス語圏の社会と文化
を理解するために次の3点を題材として取り上げる。

（1）フランス語圏（アフリカ、仏領ポリネシア、マヨット、仏領ギアナ等）の文化・社会
（2）世界の多くの諸言語を観察し言語類型論的視点から見たフランス語の文法項目（動詞の活用、
性の区別など）を見つめ直す。
（3）言語を通じて人間の価値観の多様性と普遍性について考える。

（1）（2）（3）は平易なフランス語資料を授業で随時配布し、毎回の授業時間の約2割を費やす。
これらに関する事前の予備知識は特に必要としない。

 [到達目標]
本講義を通じて、外国語・語学としての実用的なフランス語のみならず、学術的視点からのフラン
ス語研究・フランス語圏文化研究入門となることを目標とする。
具体的には、「なぜこのような文法事項があるのであろうか」という素朴な問いに向き合いながら、
言語とは何か、ひいては、人間とは何かという問いについて考察する。授業ではできるかぎり、文
法解説を行うが、各自初級文法で習った際の教科書を持参すること。

＊小テストでは、授業で取り扱った文法事項・語彙の復習と授業で題材となった問いに関する受講
生個々のコメントを求める。（個々のコメントに関しては成績に左右しない）

 [授業計画と内容]
大まかなスケジュールは下記の通り。主に教科書に沿って授業を行う。文法項目はその都度解説す
る。初級文法で使った教科書を持参すること。
１回の授業の構成は、受講生からの質問・コメントのフィードバック、授業ごとのトピック・問題
提起、教科書および文法解説である。

1）オリエンテーション、各自フランス語で自己紹介、フランス語が話されている地域
名詞の性・数、冠詞（部分冠詞・不定冠詞）
「なぜ男性と女性の区別があるのだろう？」
2）人称代名詞、形容詞の性・数、直説法現在
「名詞の分類の仕方と人間のものの見方」、フランス語圏を知る（マダガスカル）
3）人称代名詞、疑問文、指示形容詞、所有形容詞
「出会いは偶然か運命か？人称代名詞の数について」、フランス語圏を知る（モーリシャス）
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4）前置詞と定冠詞の縮約形、直説法半過去、複合過去
これまでの復習・フィードバック
5）前置詞と定冠詞の縮約形、近接未来・近接過去
フランス語圏を知る「チュニジア」
6）比較級、最上級、非人称表現
「生物と非生物の区別」フランス語圏を知る「タヒチ」
7）中性代名詞、直接目的語と間接目的語
フランス語圏を知る「ラベル、ドビュッシーの音楽」
8）現在分詞、ジェロンディフ
言語について知る「少数言語について」
9）これまでの復習、使役、言語について知る「科学の対象としての言語」
10）関係代名詞、命令法、強調構文、言語について知る「消滅危機言語」
11）受動態、言語について知る「言語ドキュメンテーションとは？」
12）条件法、言語について知る「人口知能はどこまで可能か？」
13）接続法、感情表現
14）これまでの復習
15）試験
16）フィードバック

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
（1）平常点（出席、毎回コメントシートの提出）40％
（2）理解度チェック小テスト20％(小テストは2週間に1回程度、欠席による追試は実施しない）
（3）期末レポート40% （レポート内容は授業中に指示）

 [教科書]
山出裕子 『フランス語圏の社会と文化』（駿河台出版社）ISBN:978-4-411-01351-4
ほか、適宜授業中に取り扱う題材の補助資料を配付する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
＊授業で指示した箇所を事前に読んで単語を調べておくこと。（多くは指示しないので短い文章を
確実に）
＊予習よりは復習を重視する。
＊配布資料はファイルに挟む等して、授業時に持参すること。
＊授業の終わりに、コメントシートの提出を求めるが、これは平常点であり、コメントの内容は成
績に左右しない。
＊小テスト（成績に加点）は、2週間に1度行う。教科書に沿った文法項目の理解度テストである
＊期末試験・レポートは授業中に指示する。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


